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図 11　測線 H-18 のソノプローブ探査記録地質解釈図およびピストンコア柱状図．柱状図横の赤矢印は

放射性炭素同位体年代測定試料採取位置を示す．年代値は表４に示す．ピストンコア柱状図の詳細を図

25 に示す．

A2
HP-3-3
HP-3-5
HP-3-8

HP-5
HP-3 HP-4

HP-5-4

凡例

主に砂

主に粘土・シルト

主に砂礫（粘土・シルトを伴う）

主に砂礫

材を含む

貝殻を含む

ウニ殻を含む

生物擾乱



ca. 250m

920
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

15

30

45

60

75

D
ep

th
 (m

)

Sea floor

0

SENW
FFN (Shot #)

TW
TT

 (m
s)

1620

A1
A2

B

multiple

multiple

multiple

multiple

1520 1420 1320 1220 1120 1020 820 720 620 520 420 320 220

K-Ah?

Line H19

ca. 250m

920
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

15

30

45

60

75

D
ep

th
 (m

)

0

SENW
FFN (Shot #)

TW
TT

 (m
s)

1620 1520 1420 1320 1220 1120 1020 820 720 620 520 420 320 220

Line H19

942 941 940 939 938943944945946947948949950951952953954955
Line #

図 12　測線 H-19 のブーマーマルチ反射記録（上）および地質解釈図（下）．縦横比は 10：1．測線番号

（赤数字）は図２に対応する．
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図 13　測線 H-19 のブーマーマルチ探査記録東端部付近の重合断面図．縦横比は 3：1．断面図の範囲を

図 12 に示す．
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図 14　測線 H-01 西端付近のブーマーマルチ探査記録（左）および地質解釈図（右）．縦横比は 10：1．

測線番号（赤数字）は図２に対応する．
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図 15　測線 H-01 西端付近のソノプローブ探査記録（左）および地質解釈図（右）．測線番号（青数字）

は図２に対応する．
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図 16　測線 H-02 西端付近のソノプローブ探査記録（上）および地質解釈図（下）．測線番号（青数字）

は図２に対応する．
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図 17　測線 H-09 中央付近のブーマーマルチ探査記録（上）および地質解釈図（下）．縦横比は 10：1．

測線番号（赤数字）は図２に対応する．
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図 18　測線 H-09 中央付近のソノプローブ探査記録（上）および地質解釈図（下）．測線番号（青数字）

は図２に対応する．



0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

15

30

45

60

75

D
ep

th
 (m

)

Sea floor

0

Line H07
SENW

FFN (Shot #)

TW
TT

 (m
s)

2720

A1

A3

B

2820 2920 3020 3120 3220

ca. 250m

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

15

30

45

60

75

D
ep

th
 (m

)

0

Line H07
SENW

FFN (Shot #)

TW
TT

 (m
s)

2720 2820 2920 3020 3120 3220

850849848847846
Line #

図 19　測線 H-07 のブーマーマルチ反射記録（左）および地質解釈図（右）．縦横比は 10：1．測線番号

（赤数字）は図２に対応する．
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図 20　測線 H-07 のソノプローブ探査記録（上）および地質解釈図（下）．測線番号（青数字）は図２に

対応する．本調査で実施したピストンコアリング試料の柱状図および放射性炭素同位体年代測定試料採

取位置を示す．ピストンコア柱状図の詳細を図 24 に示す．
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図 21　測線 H-01 東部のブーマーマルチ反射記録（左）および地質解釈図（右）．縦横比は 10：1．測線

番号（赤数字）は図２に対応する．
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図 22　測線 H-01 東部に認められた断層周辺のブーマーマルチ探査記録重合断面図．縦横比は 3：1．断

面図の範囲を図 21 に示す．
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図 23　測線 H-01 東部のソノプローブ探査記録（上）と地質解釈図（下）．測線番号（青数字）は図２に

対応する．
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図 24　測線 H-07 沿いで実施したピストンコアリング試料（HP-1 および HP-2）の地質柱状図．ソノプロー

ブ探査記録との対応を図 20 に示す．
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